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（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
本博士論文で記述されている物理的内容は、大質量星の重力崩壊研究に対して十分
なインパクトがある。一般相対論、現実的な初期条件、原子核反応、ニュートリノ
放射効果全てを考慮した現実的なシミュレーションはこの研究以前に実行されてい
ない。その点で、この研究は非常に先進的で独自性の高いものである。そして、現
実的なシミュレーションを用いて、放射されうる電磁波や重力波について予言を行
い、それらの観測可能性を指摘し、将来計画に対して興味深い提言を行った点も評
価に値する。 
 本論文に関する審査会は平成31年1月18日に行われた。そこでは、本論文にもとづ
いて、大質量星に関するレビュー、および重力崩壊のシミュレーションの設定と手
法の解説、また本研究で新たに得られた知見に関する発表が行われた。プレゼン
テーションは簡潔にして要領を得たものであり、質疑応答についても現在明らかに
なっている事実とまだ解明されていないことを明確に回答した。全体として審査会
は円滑に行われ、質疑応答を含めて予定通りの時間内に完了した。 
 以上まとめると、本博士論文で得られた成果は、大質量星の進化、光学天文学、
重力波物理学を始めとする関連分野において博士(理学)の学位を与えるに質・量と
もに十分なものであり、論文の体裁やプレゼンテーションについても学位に遜色の
無いものである。以上の審査結果より、本論文は博士（理学）の学位論文として価
値あるものと認める。また、平成31年1月18日、論文内容とそれに関連した事項につ
いて試問を行った結果、合格と認めた。 
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